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三朝温泉（放射能泉），浜村温泉（倉石膏食塩泉）  
並に鳥取温泉（合食塩空欄泉）の飲用が食餌性過  
血糖に及ぼす影響  
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昭和26年以来当研究所は鳥取県衛生部と協  
力して鳥取県下の金泥泉の泉質分析を敢行  
し，殆ど完成に近づtlているが，これと共に  
之等の源泉の医学的適応症を決定する必要に  
迫られた．そこで之等の温泉の医学的作用に  
関して臨院的並に実験的な事実を集めつつあ  
るが，ここに報告するのはその一部である・   
三朝温泉飲用の過血糖抑制作用に関しては  
先年当研究所の森永1）が詳しい報告を行って  
いるが，当時確認せられてtlた三朝で最高の  
ラドン含有量は300マツへ程度のものであ  
少，苦験にもたかだか200マツへ程度の源泉  
二水を使用している．しかしドイツに於て飲用  
に適する放射能泉の最低限界が800マツへと  
定められている研からも想像できる様に，当  
時の三朝温泉の食許性ないしアドレナリン過  
血糖町制作用の主体はその含有固形成分吃あ  
ると考えられる如き成績が得られたのであつ  
た・所が昭和27年秋に至り当研究所の杉原2）  
は三朗村内の井戸水の中に常時500－1080マ  
ツへのラドン濃度を有するものがあるこを発  
見したので，著者は此の新瀕泉を使用して，  
三朝温泉の過血糖抑制作用を再検査すること  
にした・本源泉水の固形成分含有量は周囲の  
温泉水の凡そり5程度であ少，水温も鮎OCを  
越えない程度である．   
硫酸塩泉殊に石膏泉と巴硝泉の糖尿病に有  
効であることはヨーロッパに多くの実例が存  
良  雄   
在する折から知られるが，之等は肝臓に及ぼ  
す温泉の好影響と関係があるのではないかと  
想像せられている．3）森永によれば放射能泉  
の欽月］は肝機能を改善するが1）九大温研固  
辞）によれば鳥取温泉の飲用は実験的肝障碍  
の快復に著効を有するという．  
実験方法と実験材料   
使用した源泉水の分析表は第1表の如くで  
ある・三朝S・M泉のみは実験当日採取の新  
鮮な泉水を使用したが，浜村及び鳥取洩泉は  
採取後一ケ月前後を経過した試料を使ったの  
で，新鮮温泉水よりは作用が滅窮していたか  
もしれない・浜村の試料は80－50マツへ程度  
の放射能泉で著量の窒素ガスを含んでいるの  
が特有な瀬泉水であるが，実験当日はガス成  
分は蓮敬していたと考えられる．鳥取温泉試  
料は実験当日瓶底に多少の沈澱物が認められ  
たが，上清を使用した．   
前夜よ軒絶食せしめた体重2kg前後の白色  
家兎4例に，上記温泉水又は研究所水道水を  
以て作った10％ブドー糖液を体重1kg毎に20  
CC，ゾンデを以て胃内に投与し，前，後30分，  
60分，120分，180分に耳静脈より採血，柴田  
法5）で血糖値を測定した．   
実験は昭和28年1月に施行，冥験日と順序  
による影響を消す為にラテン方格法で各蒐に  
対する泉種と実験日の割宛を行った．ブド一  
膳液の湿度はほぼ体温に等しくした．   
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実 験 成 績   
第2表，第1図及び第3表に示Lた様に平  
均値でみると，3温泉共，対照水道水使用に  
際しての血糖曲線より低tl曲線を呈した・   
要因分析を行うと危険率0・05で之等の温泉  
は水道水に比し家兎の食飼性過血糖を抑制す  
ることがわかった．しかし泉種と時間との相  
互関係は有意とならなかった．3温泉の作用  
の問にも有意の差は見出されなかった・  
第1因  
血糖mg／朋  
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三朝の新館泉の塩分含有量は極めて稀薄で  
あるから，その飲用による過血糖抑制作用に   
おそらくラドンが関与したに違いなtlこと   
は，森永の池田や櫓富鏡泉の如き強放射能泉  
飲用茸験成績1）・6）から推定できる．しかも三  
朝温泉中の10－2Jマツへ程度の瀕泉水（例え  
ば研究所泉）も，上記の塩分は著しく少いが  
放射能の強大な新瀕泉と同様な過血糖抑制作  
用を有し，放射能も固形成分含有量も共に三 
朝の一般漁泉に5－10倍する増富の一源泉水  
が特に持長的な過血糖抑制作用を示した森永  
の茸験成績を参照するとき1），賓在の放射能  
泉の効果には当然のことながら，放射性成分  
と共にその他の温泉成分が協同して関与し  
てtlること，従って放射能泉の有効限界の  
決定に単なるラドン水溶液の効果を以てする  
ことが不適当なことがうかがわれるのであ  
る．  
結  
新しく発見せられた三朝の一張放射能泉，  
浜村温泉並に鳥取温泉の各一濾泉水につき，  
之等の温泉飲用が家兎の賓験的食酔性過血糖  
を抑制することを証明した．  
第 3 表  
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（各血糖値より163を減じた数につき引算）  
Ⅰ個体  Z時間  Q泉積  
総括と考接   
著者は鳥取温泉，浜村温泉並に三朝温泉の  
飲用が家究における茸験的食飼性過血糖を抑  
制することを証明することができた．しかし  
第2表から明な如く4例中第1，第2例に於  
てはその抑制効果が必ずしも決定的といえな  
い．従って一回の飲用による過血糖抑制効果  
はそれほど強いものではないらしtl．しかし  
浜村，鳥取両温泉の場合は貯蔵温泉を使用し  
ての成績であるから，新鮮温泉飲用に際して  
はおそらく之よりすぐれた効果を期待しても  
よtlであろう．  
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Five years ago Morinaga reported that the intemal use of the thermal waters of Mif,asa
promoted the action of inf,uline, inhibited the adrenaline hyperglycaemia and suppressed the
alimentary hyperglyc..aemia. But the highest radon content of the waters used at that time was
about 1000 x 10-10 Curie units per liter. Recently a more highly radioactive spring was found
in Misasa, its radon content being 3000-4000xl0-1O Curie units per liter, though very
feebly mineralized (under 0.5 g per liter) and cold.
Therefore the hypoglycaemic effect of this newly discovered water waf, investigated in
rabbits and compared with the effects of two other thermal waters in Tottori Prefecture and of
plain water as a control.
Twenty cc. of ten per cent glucofoe solution in thermal waters or in plain water per
kilogram of bodyweight was administered to the rabitts by stomach tube and blood sugar
level was determined before, 30, 60, 120, and 180 minutes after the administration.
All of the three thermal waters decreased the glycaemia significantly as compared the
results with plain water control.
